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北竜町開拓記念式

　

５
月
17
日
、
開
拓
記
念
碑
前
で
北
竜
町
開
拓
記
念
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
祝
詞
奏
上
後
、
佐
々
木
町
長
を
始
め
各
団
体
長

が
玉
串
を
捧
げ
、
先
人
の
不
屈
の
開
拓
精
神
に
深
い
敬
意
と
感

謝
を
表
し
ま
し
た
。

　

開
拓
記
念
式
終
了
後
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
北
竜
町

表
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
町
長
か
ら
は
開
式
の
挨
拶

と
し
て
「
明
治
26
年
に
開
拓
の
鍬
が

振
り
下
ろ
さ
れ
て
か
ら
、
本
年
で
１

３
２
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
開
拓
記
念
日
に
あ
た
り
、
郷

土
北
竜
町
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
多

く
の
先
人
の
皆
様
の
ご
労
苦
と
英
知
、

不
屈
の
開
拓
精
神
に
対
し
、
深
甚
な

る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
本
日
表
彰
さ
せ
て
頂
き
ま
す

皆
さ
ん
に
は
各
分
野
に
お
い
て
献
身

的
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
大
き
な
功
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
ご
労
苦

に
対
し
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
北
竜
町
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
一
般
町
勢
功
労
者
と
し
て
佐

野
豊
氏
、小
坂
一
行
氏
、小
松
正
美
氏
、

教
育
功
労
者
と
し
て
竹
林
信
幸
氏
、

産
業
経
済
功
労
者
と
し
て
水
谷
茂
樹

先人の労苦を偲ぶ先人の労苦を偲ぶ

北
竜
町
功
労
者
表
彰
式

氏
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
続
い
て
、
多
額
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
廣
野
勝
利
氏
、

川
上
博
章
氏
、
松
永
尊
氏
に
特
殊
寄

付
採
納
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
北
竜
町
ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
育

成
基
金
条
例
に
基
づ
き
、
竹
林
博
文

さ
ん
、
松
田
亜
久
里
さ
ん
、
中
原
強

さ
ん
、
瀧
上
高
弘
さ
ん
に
農
業
後
継

者
就
農
奨
励
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
村
議
会
議
長
か
ら
功

労
者
５
名
の
方
の
功
績
に
対
し
て
賛

辞
と
感
謝
の
言
葉
を
、
寄
付
者
３
名

の
方
へ
の
感
謝
の
言
葉
、
後
継
者
４

名
に
は
激
励
の
言
葉
を
頂
き
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
佐
野
豊
氏
か
ら
「
町

長
と
し
て
３
期
12
年
間
『
町
民
主
役

の
町
づ
く
り
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

北
竜
町
の
振
興
発
展
に
渾
身
の
努
力

を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

一
町
民
と
し
て
北
竜
町
の
発
展
の
為

に
努
め
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。
本

日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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功
労
者
の
功
績

(竹林 信幸 氏は所用により欠席)

水谷 茂樹 氏            小松 正美 氏           小坂 一行 氏            佐野  豊 氏　  

　

昭
和
45
年
４
月
に
北
竜
町
役
場
に
奉
職
さ
れ
、
各
課
長
を
歴
任
さ
れ
、
平

成
16
年
３
月
に
は
助
役(

副
町
長)

に
就
任
、
平
成
24
年
２
月
に
は
町
長
に
就
任

し
、
令
和
６
年
２
月
に
退
任
さ
れ
る
ま
で
の
３
期
12
年
間
、
み
の
り
っ
ち
北
竜
、

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
、
や
わ
ら
保
育
園
な
ど
の
各
種
施
設
整
備
や
子
育
て
支
援
策
、

定
住
促
進
策
の
充
実
な
ど
北
竜
町
の
振
興
、
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
町
勢
功
労
者
　

佐
野  

豊  

氏

　

平
成
19
年
３
月
北
竜
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
連
続
４
期
16
年
間
の
永
き

に
亘
り
円
滑
な
議
会
運
営
と
町
行
政
の
進
展
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。こ
の
間
、

平
成
23
年
３
月
か
ら
の
４
年
間
は
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
広
報
特
別
委

員
会
委
員
長
を
、平
成
27
年
３
月
か
ら
８
年
間
は
監
査
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
町
勢
功
労
者
　
　

小
坂

一
行

氏

一
般
町
勢
功
労
者
　
　

小
松

正
美

氏

　

平
成
23
年
３
月
北
竜
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
連
続
３
期
12
年
間
の
永

き
に
亘
り
円
滑
な
議
会
運
営
と
町
行
政
の
進
展
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、
平
成
27
年
３
月
か
ら
の
８
年
間
は
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
広

報
特
別
委
員
会
委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
10
月
に
北
竜
町
教
育
委
員
に
就
任
以
来
、
４
期
16
年
間
の
永
き

に
亘
り
教
育
行
政
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成
25

年
11
月
か
ら
２
年
11
ヶ
月
間
は
、
教
育
委
員
長
、
平
成
28
年
10
月
か
ら
７
年

間
は
教
育
長
職
務
代
理
者
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
功
労
者
　
　

　
　
竹
林

信
幸

氏

　

平
成
17
年
７
月
に
北
竜
町
農
業
委
員
に
就
任
以
来
、
６
期
18
年
の
永
き
に

亘
り
北
竜
町
の
農
地
集
積
・
集
約
の
推
進
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

平
成
26
年
か
ら
３
年
間
は
会
長
職
務
代
理
を
、
平
成
29
年
か
ら
６
年
間
は
会

長
を
務
め
ら
れ
、
町
の
農
業
の
振
興
に
多
大
な
ご
貢
献
を
頂
き
ま
し
た
。

産
業
経
済
功
労
者
　
　

水
谷

茂
樹

氏

特
殊
寄
付
採
納
感
謝
状
贈
呈
者

農
業
後
継
者
就
農
奨
励
金
贈
呈
者 松永 尊 氏  川上 博章 氏  廣野 勝利 氏瀧上 高弘 さん    松田 亜久里 さん 

中原 強 さん     竹林 博文 さん 
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世界のひまわり畑で

北竜中学校生徒が播種

　５月１５日、ひまわりの里の「世界のひまわり畑」

にて北竜中学校全校生徒により、授業の一環として世

界のひまわり２４種の種まきが行われました。

　夏に開催される「ひまわりまつり」に向けて、今後、

生徒自ら草取りや通路の整備、看板設置などを行い、

ひまわりまつり期間中には生徒らによる観光客へのガ

イドも予定されています。

春の火災予防運動に伴う

防火パレードの実施

　町民の防火意識の向上と職団員の資質向上を目的

に４月３０日、北竜消防が防火パレードを実施しま

した。

　防火パレード出発式では佐々木町長と須田消防長

が激励の挨拶を行い、引き続き消防車両により警鐘

を鳴らして和市街地区から三谷、碧水、美葉牛、板

谷地区の各方面を巡回し、防火ＰＲ活動を行いました。

真竜小学校とやわら保育園で交通安全教室を開催

　児童・園児らの交通ルールへの理解を深めること

を目的に、５月８日に真竜小学校にて青空教室が開

催され、また、５月１５日にはやわら保育園で交通

安全教室が開催されました。

　両日とも、深川警察署の奥村警部補と星野巡査部

長が来校・来園され、小学校児童には歩道や横断歩

道の通行方法、自転車の乗り方などを説明し、その後、

実際に国道２７５号線沿いに小学校から北空知信用

金庫までを往復しました。

　また、やわら保育園では横断歩道の渡り方の説明

が園内で行われた後、各組ごとに塩見建設前の横断

歩道で渡り方を学びました。
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【第３８回ひまわりまつり】

■期間　７月２０日(土)～８月１８日(日)

　令和６年度北竜町ひまわり観光協会総会が

４月２６日に開催され、次のとおり事業計画

を決定しました。

【令和６年度予算内容】

今年度の北竜町ひまわり観光協会の今年度の北竜町ひまわり観光協会の
　　　　　　　事業計画が決まりました　　　　　　　事業計画が決まりました

歳 　 　 入

会 　 費 ２，７１０，０００

補 助 金 ４，７００，０００

繰 越 金 １，５１８，２１７

雑 収 入 ３，５５１，７８３

合 　 計 １２，４８０，０００

歳 　 　 出

ひまわりの里造成費 ６，４３０，０００

イベント事業費 ２，８２０，０００

広 告 宣 伝 費 １，１００，０００

事 務 費 ２，１３０，０００

合 　 計 １２，４８０，０００

（円） （円）

ひまわり観光協会では会員を募集しています！

　北竜町ひまわり観光協会では、観光事業を通して農業や商業の活性化を目指しています。

観光協会では事業に賛同していただける賛助会員（会費は２,０００円）を募集しており

ますので、ご協力いただける方は観光協会事務局（役場産業課）へご連絡ください。

　5 月１１日に農畜産物直売所みのりっち北竜が今年度の営業を開始しました。オープンに際し、

北竜太鼓の皆様に演奏していただき、沢山の方にご来店いただきました。

　また、今年度の営業については下記のとおりになっておりますのでお知らせいたします。

■営業時間
・５月１１日～６月２１日　　　９：００～１６：００

・６月２２日～８月１８日　　　９：００～１７：００

・８月１９日～１０月２７日　　９：００～１６：００

■定休日

　毎週水曜日（６月２２日～８月１８日は無休）

皆様のご来場をお待ちしております。

オープンしました!オープンしました!
５月１１日（土）５月１１日（土）
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議会広報委員会議会広報委員会Ｎｏ．３９６

　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
は
４

月
16
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日

３
月
７
日

■
調
査
事
項

財
政
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

指
摘
事
項
な
し　
　

　
　
　

■
調
査
期
日

４
月
10
日

■
調
査
事
項

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
北
竜
町
永
楽
園
の
運
営
状
況
に

つ
い
て

■
調
査
結
果

指
摘
事
項
な
し

災
害
対
策
特
別
委
員
会
中
間
報
告

■
調
査
期
日

２
月
27
日

■
調
査
事
項

防
災
計
画
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

指
摘
事
項
な
し

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

○
藤
井
　
光
子
　
氏
（
再
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

○
北
竜
町
営
バ
ス
運
行
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

○
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
北
竜
町
商
工
業
元
気
支
援
応
援

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

○
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

（
山
車
車
庫
）

○
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

（
公
用
車
車
庫
）

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
生
涯
を
通
じ
た
歯
科
検
診
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書

委
員
会
報
告

承
認

諮
問

原
案
可
決

意
見
書
提
出

【
６
月
】

11
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

総
会
・
議
長
・
局
長
研
修
会

13
日
…
議
会
運
営
委
員
会
、
第
３

回
北
竜
町
議
会
臨
時
会

21
日
…
町
内
会
長
と
の
懇
談
会

27
日
…
議
長
杯
Ｐ
Ｇ
大
会

28
日
…
北
竜
町
消
防
演
習

未
定
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

例
月
出
納
検
査
（
監
査
委
員
）

【
５
月
】

１
日
…
沼
田
地
区
防
犯
協
会
連
合

会
総
会
、
第
95
回
北
竜
地
区
統
一

メ
ー
デ
ー
大
会

９
日
…
沼
田
地
区
交
通
安
全
協
会

連
合
会
総
会

10
日
…
議
会
運
営
委
員
会
、
第
２

回
北
竜
町
議
会
臨
時
会
、
ま
ち
づ

く
り
等
調
査
特
別
委
員
会

13
日
…
ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別

委
員
会

17
日
…
北
竜
町
開
拓
記
念
式
及
び

北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

式
、
北
竜
町
商
工
会
総
会

21
～
22
日
…
全
国
議
長
会
議
長
・

副
議
長
研
修
会

24
日
…
空
知
監
査
委
員
協
議
会
定

期
総
会
（
監
査
委
員
）

27
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

30
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
総
会
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４
月
16
日
に
開
会
さ
れ
た
第
２
回
定

例
会
で
は
、
７
名
の
議
員
か
ら
９
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

寺
垣
議
員

　

人
口
減
少
社
会
が
進
み
、
日
本

人
の
就
労
者
（
労
働
力
）
の
確
保

に
は
限
界
が
あ
り
、
持
続
可
能
な

社
会
を
継
続
す
る
為
に
は
、
外
国

人
就
労
者
の
積
極
的
な
導
入
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、理
事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

労
働
力
人
口
の
減
少
が
進
行
す

る
中
、
持
続
的
に
成
長
・
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
産
業
を
支
え

る
人
材
の
確
保
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
。

　

外
国
人
就
労
者
の
活
用
は
人
材

確
保
を
図
る
為
の
有
効
な
方
策
で

あ
り
、
人
材
の
円
滑
な
受
け
入
れ

を
行
う
事
は
非
常
に
有
益
な
対
策

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

北
竜
町
内
で
は
建
設
会
社
へ
の

就
労
者
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
外
国
語
指
導
講

師
の
計
９
名
の
外
国
人
就
労
者
が

お
り
受
け
入
れ
先
や
地
域
の
方
々

に
よ
り
生
活
環
境
整
備
や
生
活
面

の
サ
ポ
ー
ト
が
お
こ
な
わ
れ
、
働

き
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

る
も
の
と
伺
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
国
や
道
な
ど
の

支
援
な
ど
を
確
認
し
た
う
え
で
、

関
係
団
体
で
あ
る
商
工
会
等
と

連
携
し
て
就
労
者
対
策
を
検
討

し
た
い
。

寺
垣
議
員

40
歳
か
ら
54
歳
前
後
に
相
当
す

る
世
代
、
い
わ
ゆ
る
「
ロ
ス
ジ
ェ

ネ
世
代
」
が
正
社
員
に
な
れ
ず
非

正
規
雇
用
が
多
く
、
不
安
定
な
働

き
方
な
ど
に
よ
り
や
む
を
得
ず
休

寺
垣
議
員

人
手
不
足
に
よ
る
外
国
人
就

労
者
導
入
に
向
け
て
の
取
組

に
つ
い
て

職
・
採
用
を
繰
り
返
し
て
い
る
ケ

ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
北
竜
町
と

し
て
人
材
不
足
の
対
策
と
し
て
の

外
国
人
就
労
者
の
導
入
の
前
に
出

来
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
町
長
の
見
解
を
お
伺

い
し
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

外
国
人
就
労
者
に
来
て
頂
く
に

は
住
居
の
整
備
や
町
内
で
の
消
費

活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
、
自
国

と
の
環
境
格
差
を
軽
減
す
る
政
策

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
コ

ス
ト
の
負
担
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

日
本
人
の
人
材
確
保
に
つ
い
て

は
、
都
市
圏
に
近
い
自
治
体
で
の

各
企
業
の
求
人
に
対
す
る
採
用
実

績
は
高
く
、
北
空
知
圏
に
い
た
っ

て
は
依
然
と
し
て
人
材
確
保
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
あ
る
町

で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度

を
活
用
し
、
介
護
福
祉
士
専
門
学

校
に
入
学
し
た
町
内
外
の
学
生
が

卒
業
し
た
後
、
各
出
身
地
の
特
養

施
設
や
保
育
園
な
ど
に
介
護
士
や

保
育
士
の
就
職
す
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
る
。

　

就
職
氷
河
期
世
代
の
方
々
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も
、
町
と

し
て
移
住
・
定
住
に
向
け
て
の
助

成
を
含
め
た
取
り
組
み
を
関
係
各

位
と
情
報
共
有
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

寺
垣
議
員

　

今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進

む
日
本
だ
が
、
人
生
１
０
０
年
時

代
と
も
言
わ
れ
る
中
、
定
年
を
迎

え
る
年
齢
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
ま

だ
働
け
る
方
や
、
働
く
意
欲
の
あ

る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
う
の

で
、
氷
河
期
世
代
に
あ
た
る
方
々

だ
け
で
は
な
く
、
リ
タ
イ
ヤ
組
の

方
々
へ
の
人
材
確
保
の
取
組
も
強

化
す
べ
き
と
考
え
る
。

佐
々
木
町
長

　

ま
ず
は
、
日
本
人
の
方
が
日
本

で
働
い
て
頂
く
事
が
第
一
義
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

様
々
な
要
因
で
現
在
、
就
労
さ

れ
て
い
な
い
方
に
は
就
労
に
向

け
た
支
援
の
取
組
み
も
重
要
で

あ
る
。

佐
藤
議
員

　

新
規
就
農
者
受
け
入
れ
対
策
と

し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募

集
さ
れ
て
い
る
が
、
研
修
後
、
具

体
的
に
は
以
前
に
あ
っ
た
農
地
保

有
合
理
化
事
業
で
農
地
を
確
保

し
、
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
・
花
弁

等
、
新
規
就
農
者
に
分
譲
す
る
事

は
可
能
で
あ
る
か
理
事
者
に
伺
い

た
い
。

佐
々
木
町
長

　

新
規
就
農
者
が
、
就
農
基
盤
の

整
備
に
む
け
て
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
や
町
内
農
業
関
係
団
体
、

研
修
受
け
入
れ
先
な
ど
が
協
議
し

農
地
の
斡
旋
を
行
っ
て
き
た
。

　

北
竜
町
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
基
本
構
想
で
は
、
新
た
に
農
業

経
営
を
営
も
う
と
す
る
方
が
目
標

と
す
べ
き
農
業
経
営
の
指
標
に
お

い
て
、
野
菜
（
果
菜
類
）
専
業
農

家
の
経
営
面
積
は
約
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
（
農
用

佐
藤
議
員

新
規
就
農
者
受
け
入
れ

対
策
に
つ
い
て
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地
等
売
渡
事
業
）
で
は
、
北
海
道

農
業
公
社
が
農
用
地
等
を
買
い
入

れ
、
農
業
者
等
の
担
い
手
へ
一
定

期
間
貸
し
付
け
た
後
に
売
り
渡
し

を
行
う
た
め
、
事
業
要
件
に
農
業

の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
の
で
、
町
が
売
り
渡
し
の
た

め
に
農
地
を
取
得
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

　

北
竜
町
担
い
手
対
策
協
議
会
に

お
い
て
道
内
の
実
践
的
農
業
研
修

場
の
運
営
事
例
を
検
証
し
、
新
規

就
農
者
の
農
地
確
保
や
斡
旋
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

佐
藤
議
員

　

仮
に
、
１
つ
の
農
業
法
人
が
農

地
を
確
保
し
、
そ
の
中
で
農
地
の

分
譲
や
売
渡
し
を
行
う
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

佐
々
木
町
長

　

今
回
新
た
な
事
業
者
よ
り
実
施

に
つ
い
て
提
案
を
受
け
て
い
る
。

今
後
保
護
者
や
保
育
園
の
意
見
を

十
分
踏
ま
え
保
護
者
負
担
の
あ
り

方
も
含
め
、
提
案
の
あ
っ
た
事
業

者
に
つ
い
て
調
査
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

尾
﨑
議
員

　

保
護
者
の
負
担
軽
減
、
食
育
や

栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
好
き
嫌
い
を
な

く
す
こ
と
の
ほ
か
に
災
害
時
対
応

へ
と
可
能
性
が
広
が
る
。
実
現
さ

せ
る
と
し
た
ら
い
つ
か
ら
可
能
な

の
か
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
場
合
、
町
と
し
て
移
住
・
定

住
対
策
の
中
で
新
規
就
農
者
に
対

す
る
何
ら
か
の
助
成
等
で
受
け
入

れ
の
対
応
を
望
む
。

佐
々
木
町
長

　

い
わ
ゆ
る
農
地
の「
暖
簾
分
け
」

を
行
っ
て
い
る
農
業
団
体
と
し
て

深
川
市
、
鵡
川
町
、
厚
真
町
や
平

取
町
等
道
内
に
あ
る
複
数
の
農
業

団
体
が
組
織
す
る
研
修
農
場
や
指

導
受
入
れ
農
家
に
お
い
て
２
年
～

４
年
の
研
修
の
後
、
そ
れ
ら
の
団

体
が
農
地
の
取
得
の
斡
旋
す
る
こ

と
に
よ
り
、
移
住
・
定
住
に
繋
が

っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
当
町
に

お
い
て
も
関
係
各
位
と
連
携
協
力

し
な
が
ら
実
現
に
向
け
て
検
討
を

し
て
参
り
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

事
業
者
と
の
間
で
食
い
違
い
が

あ
り
、
財
政
面
で
想
定
を
越
え
た

の
で
、
互
い
に
歩
み
寄
り
、
検
討

し
な
が
ら
、
前
向
き
に
進
め
る
の

で
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

や
わ
ら
保
育
園
の
給
食
又
は
お

弁
当
提
供
に
は
保
護
者
か
ら
の
要

望
が
あ
り
、
受
託
先
を
模
索
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
件

に
つ
い
て
保
育
園
、
住
民
課
、
総

務
課
か
ら
の
率
直
な
考
察
と
理
事

者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

尾
﨑
議
員

北
竜
町
立
や
わ
ら
保
育
園

の
給
食
委
託
に
つ
い
て

林
議
員

　

北
竜
町
は
家
賃
が
比
較
的
安
価

な
民
間
ア
パ
ー
ト
が
少
な
く
、
居

住
を
確
保
す
る
に
は
公
営
住
宅
か

戸
建
て
を
新
築
又
は
購
入
す
る
か

と
な
っ
て
い
る
。
ア
パ
ー
ト
や
マ

ン
シ
ョ
ン
等
に
住
み
た
い
と
い
う

声
も
あ
る
中
、
今
後
、
民
間
業
者

が
ア
パ
ー
ト
等
を
建
築
す
る
予
定

は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
単
身
勤
労
者
住
宅
に
つ
い

て
は
建
設
よ
り
30
年
が
経
過
し
、

建
物
も
古
く
、
手
狭
で
収
納
が
少

な
い
等
住
み
づ
ら
い
状
況
に
あ
る

と
聞
く
が
、
改
修
や
建
て
替
え
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
屋

内
で
も
熱
中
症
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
公
営
住
宅
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
は
ど
う

か
。理
事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

現
在
民
間
ア
パ
ー
ト
建
設
の
予

定
は
無
く
、
高
め
の
家
賃
が
想
定

さ
れ
る
方
に
は
、
事
前
に
将
来
想

定
家
賃
の
算
定
を
し
、
家
賃
の
低

い
公
住
を
斡
旋
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

単
身
勤
労
者
住
宅
に
つ
い
て

は
、
最
近
の
住
宅
性
能
と
比
べ
る

と
大
き
く
見
劣
り
す
る
住
宅
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

単
身
勤
労
者
住
宅
の
建
替
を
令

和
14
年
度
か
ら
予
定
し
て
お
り
、

そ
れ
ま
で
は
修
繕
対
応
と
し
て
管

理
し
て
い
く
方
針
と
し
て
い
る
。

近
年
、
入
居
者
か
ら
は
冷
房
設
備

設
置
の
相
談
が
増
え
て
い
る
が
、

退
去
時
に
は
現
状
復
旧
す
る
こ
と

を
条
件
に
申
請
し
て
頂
き
、
自
己

負
担
で
の
設
置
を
認
め
て
い
る
。

尚
、
昨
年
建
設
し
た
単
身
者
向
け

住
宅
、
桜
岡
団
地
Ｄ
棟
に
は
脱
炭

素
の
観
点
か
ら
冷
暖
房
設
備
を
設

置
し
て
い
る
。

林
議
員

公
営
住
宅
に
つ
い
て
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林
議
員

　

北
竜
町
内
の
空
き
地
・
空
き
家

の
状
況
に
つ
い
て
、
民
間
業
者
は

情
報
を
得
る
術
が
な
く
、
北
竜
町

に
住
み
た
い
と
い
う
方
が
い
て
も

情
報
提
供
が
で
き
な
い
と
聞
く
。

　

空
き
地
・
空
き
家
の
情
報
開
示

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
等

で
周
知
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
理

事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

町
で
は
「
空
き
家
・
空
き
地
情

報
登
録
制
度
」(

い
わ
ゆ
る
空
き

沖
野
議
員

　

３
月
定
例
会
後
、
滝
川
方
面
へ

の
通
学
の
問
題
解
決
の
た
め
第
一

便
の
増
便
が
行
わ
れ
た
。

　

深
川
方
面
へ
の
乗
客
数
の
多
い

第
二
便
の
待
ち
時
間
減
少
対
策
と

木
村
議
員

　

令
和
５
年
６
月
定
例
会
に
お
い

て
、
空
き
地
・
空
き
家
対
策
に
つ

家
バ
ン
ク)

を
平
成
26
年
よ
り
実

施
し
て
い
る
が
登
録
利
用
者
数
が

少
な
く
現
在
で
は
登
録
が
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
毎
年
６
月
に

開
催
さ
れ
る
町
内
会
長
会
議
に

て
、
空
き
家
情
報
の
提
供
を
依
頼

し
、「
空
き
家
・
空
き
地
台
帳
」

を
整
備
し
、
空
き
家
等
の
把
握
に

努
め
て
い
る
。

　

今
後
は
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
制
度
の
周
知
を
図

っ
て
い
く
。

し
て
、
出
発
時
間
の
調
整
は
で
き

な
い
の
か
、
ま
た
、
７
月
か
ら
始

ま
る
「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」
の
期

間
中
は
、
観
光
客
用
の
バ
ス
運
行

は
考
え
て
い
る
の
か
。

対
策
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
出

来
る
仕
組
み
が
制
定
さ
れ
、
加
え

て
補
助
の
対
象
と
な
る
要
件
を
満

た
せ
ば
町
費
の
上
乗
せ
を
検
討
中

で
あ
る
」
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い

た
が
、
そ
の
後
の
検
討
結
果
に
つ

い
て
、
説
明
を
願
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

今
年
度
よ
り
、
国
の
空
き
家
対

策
総
合
支
援
事
業
を
活
用
し
、
本

町
に
お
い
て
も
、
住
宅
除
去
費
助

成
事
業
の
実
施
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
本
定
例
会
に
予
算
計
上

を
し
て
い
る
。

　

国
の
補
助
事
業
活
用
が
前
提
と

な
っ
て
お
り
、
雪
害
に
よ
る
倒
壊

防
止
の
た
め
の
緊
急
的
な
措
置
と

し
た
場
合
は
除
去
時
期
が
秋
冬
に

限
定
さ
れ
る
こ
と
、
住
宅
除
去
に

か
か
る
費
用
の
全
て
が
助
成
対
象

と
は
な
ら
ず
、
上
下
水
道
設
備
や

建
物
内
残
置
物
の
廃
棄
、
整
地
費

用
等
は
補
助
対
象
外
と
な
る
こ

と
、
助
成
棟
数
も
当
初
計
画
の
４

棟
を
想
定
し
て
い
る
。
助
成
額
に

つ
い
て
は
、
除
去
費
の
１
／
２
以

内
で
百
万
円
を
限
度
と
し
、
国
と

町
が
そ
れ
ぞ
れ
１
／
２
の
負
担
と

な
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
、
国
の
交
付
決
定
後
、
６
月
に

広
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
周
知
を

行
い
、
６
月
末
ま
で
に
所
有
者
等

か
ら
の
申
請
受
付
、
そ
の
後
現
地

調
査
を
行
い
、
北
竜
町
空
き
家
等

対
策
検
討
委
員
に
よ
る
委
員
会
で

検
討
を
行
い
、
倒
壊
の
恐
れ
が
高

い
住
宅
を
優
先
し
て
選
定
を
行

い
、
申
請
者
に
対
し
て
通
知
を
行

う
予
定
と
し
て
い
る
。

木
村
議
員

　

交
通
安
全
対
策
や
、
防
災
、
景

観
上
等
か
ら
も
、
取
り
壊
し
を
し

て
頂
き
た
い
と
住
民
か
ら
も
聞
い

て
い
る
。
特
に
、
令
和
５
年
度
は

雪
が
多
く
、融
雪
期
の
暫
く
の
間
、

片
側
通
行
の
規
制
を
し
て
い
た
。

　

旧
碧
水
市
街
、
国
道
２
７
５
号

と
町
道
交
差
点
付
近
に
あ
る
空

き
家
の
住
宅
が
問
題
に
な
っ
て

お
り
、
所
有
者
の
意
向
を
充
分
に

聞
き
、
ま
た
近
隣
の
方
や
、
町
内

会
長
と
も
連
携
を
し
て
、
取
り
壊

し
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
て
頂

き
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

行
政
代
執
行
も
あ
る
が
、
こ
れ

に
は
国
か
ら
の
助
成
金
が
無
く
、

取
り
壊
し
の
あ
と
、
５
カ
年
に
わ

た
り
、毎
年
請
求
す
る
事
に
な
る
。

町
と
し
て
実
行
す
る
こ
と
は
考
え

て
お
ら
ず
、
所
有
者
の
意
向
と
そ

の
責
任
を
充
分
に
確
認
し
て
、
国

の
対
策
と
を
合
わ
せ
て
、
進
め
て

参
り
た
い
。

い
て
の
質
問
を
行
い
、
町
長
か
ら

「
雪
害
等
に
よ
る
倒
壊
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
、
国
の
空
き
家

林
議
員

空
き
地
、
空
き
家
情
報

に
つ
い
て

沖
野
議
員

町
営
バ
ス
北
竜
妹
背
牛
線

の
運
行
状
況
に
つ
い
て

木
村
議
員

空
き
地
、
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
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澤
田
議
員

　

公
共
交
通
路
線
の
撤
退
な
ど
に

よ
り
、
妹
背
牛
ま
で
の
通
学
・
通

院
の
た
め
の
町
営
バ
ス
運
行
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

子
供
た
ち
の
通
学
、
高
齢
者
の

通
院
と
、
目
的
も
形
態
も
違
う
バ

ス
利
用
の
あ
り
方
や
運
行
時
間
の

関
係
、
深
川
市
や
滝
川
市
の
駅
や

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
の
直
行
便

が
な
く
、
観
光
に
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
よ
う
と
し
て
も
非
常
に

解
り
に
く
く
利
用
し
づ
ら
い
。

　

こ
れ
か
ら
入
場
料
を
取
っ
て
、

ひ
ま
わ
り
の
里
を
採
算
の
合
う
観

光
資
源
と
し
た
い
の
に
、
現
実
に

ひ
ま
わ
り
の
里
に
観
光
客
を
呼
び

込
む
事
が
で
き
る
の
か
。

　

町
が
移
住
・
定
住
対
策
に
取
り

組
ん
で
も
、「
バ
ス
も
通
っ
て
い

な
い
所
に
来
た
い
」
と
思
う
人
が

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

子
供
た
ち
の
通
学
や
広
域
で
の

部
活
で
親
御
さ
ん
が
仕
事
に
合
わ

せ
て
送
り
迎
え
し
て
い
る
実
態

や
、共
働
き
の
「
農
家
で
は
な
い
」

人
た
ち
の
切
実
な
思
い
も
聞
い
て

お
り
、
ま
た
高
齢
者
だ
け
で
は
な

く
、
50
～
60
代
の
人
た
ち
か
ら
も

妹
背
牛
で
降
り
て
路
線
バ
ス
に
乗

り
換
え
る
こ
と
の
「
わ
ず
ら
わ
し

さ
」
や
「
わ
か
り
に
く
さ
」
に
つ

い
て
異
論
が
あ
る
。

　

町
内
の
循
環
バ
ス
と
い
う
形
態

と
通
学
・
通
院
の
た
め
、
更
に
は

深
川
か
ら
直
接
北
竜
町
に
行
き
来

で
き
る
、
環
境
整
備
の
た
め
に
料

金
を
き
ち
ん
と
取
っ
て
「
町
単
独

の
バ
ス
運
行
」
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
発

行
も
町
内
循
環
バ
ス
に
す
れ
ば
必

要
が
な
く
な
り
、
不
必
要
な
路
線

が
あ
れ
ば
バ
ス
を
走
ら
せ
ず
に
、

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
「
上
限
を

設
け
て
」
発
行
し
て
は
ど
う
か
。

佐
々
木
町
長

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
住
民
混
乗
や

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、
路
線
バ

ス
廃
止
に
伴
う
ア
ク
セ
ス
交
通
の

確
保
に
努
め
て
き
た
が
、
町
民
が

満
足
し
て
利
用
で
き
る
状
態
に
至

っ
て
い
な
い
。

　

今
年
度
は
新
た
に
町
外
通
院
等

で
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
利
用
料

助
成
、
部
活
動
の
タ
ク
シ
ー
送
迎

を
開
始
す
る
。

　

観
光
客
誘
致
と
し
て
は
、
観
光

客
用
バ
ス
運
行
は
検
討
段
階
で
あ

る
た
め
、
高
速
る
も
い
号
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

町
内
循
環
バ
ス
は
こ
れ
ま
で
も

何
度
か
検
討
さ
れ
た
が
、
町
内
の

地
理
的
条
件
を
考
慮
す
る
と
導
入

に
は
至
ら
ず
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
に

至
っ
た
経
過
が
あ
る
。

　

深
川
市
、
滝
川
市
へ
の
直
接
運

行
な
ど
を
含
め
た
将
来
的
な
地
域

公
共
交
通
と
し
ま
し
て
は
本
定
例

会
で
予
算
計
上
し
て
い
る
地
域
公

共
交
通
運
行
事
業
の
中
で
検
討
し

て
い
く
。

澤
田
議
員

　

国
の
交
付
税
措
置
に
つ
い
て
も
、

人
口
減
で
民
間
事
業
者
に
よ
る
公

共
交
通
機
関
の
運
営
が
出
来
な
い

と
こ
ろ
が
、
自
前
で
公
共
交
通
対

策
に
取
り
組
む
自
治
体
に
交
付
税

措
置
す
る
の
が
当
然
と
考
え
る
。

佐
々
木
町
長

　

国
・
道
に
し
っ
か
り
と
要
請
し

て
い
く
。

澤
田
議
員

北
竜
町
の
総
合
的
な
交
通

対
策
に
つ
い
て

佐
々
木
町
長

　

２
路
線
運
行
も
検
討
し
た
が
、

運
転
手
不
足
の
問
題
か
ら
中
央
バ

ス
深
滝
線
と
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
の
両

方
面
に
１
路
線
で
ア
ク
セ
ス
が
可

能
な
妹
背
牛
町
に
接
続
す
る
こ
と

が
、
現
状
で
は
最
善
策
と
考
え
て

い
る
。

　

第
二
便
の
待
ち
時
間
減
少
の
た

め
の
時
間
調
整
は
、
接
続
の
早
い

時
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
深
滝
線

へ
の
接
続
は
20
分
の
待
ち
時
間
が

発
生
し
て
い
る
状
態
と
な
っ
て
い

る
が
、
深
滝
線
と
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線

の
接
続
に
合
わ
せ
た
運
行
を
行
っ

て
い
る
。

　

夏
の
ひ
ま
わ
り
の
里
や
北
竜
温

泉
へ
の
観
光
客
用
の
バ
ス
運
行
に

つ
い
て
は
、
予
約
制
に
な
っ
て
い

る
第
三
便
の
活
用
を
産
業
課
と
協

議
し
て
い
く
。

沖
野
議
員

　

新
学
期
が
始
ま
り
、
利
用
者
の

意
見
な
ど
集
約
す
る
こ
と
が
大

事
な
の
で
、
柔
軟
に
対
応
し
て
ほ

し
い
。

　

ま
た
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
高

速
バ
ス
「
る
も
い
号
」
が
札
幌
７

時
20
分
発
し
か
な
く
、
集
客
す
る

た
め
に
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
接
続
と
し

て
第
三
便
の
定
期
運
行
が
望
ま
し

い
と
思
う
。

佐
々
木
町
長

　

町
営
バ
ス
の
実
態
調
査
に
つ
い

て
は
雪
の
有
無
な
ど
の
こ
と
も
あ

り
１
年
か
け
て
利
用
者
や
保
護
者

の
意
見
を
聞
き
た
い
。

　

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
の
期
間
中
の

運
行
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
協

議
す
る
。

沖
野
議
員

　

美
葉
牛
地
区
か
ら
の
発
着
に
し

て
は
ど
う
か
。

佐
々
木
町
長

　

町
営
バ
ス
運
行
時
に
要
望
の
あ

っ
た
美
葉
牛
へ
の
延
伸
に
つ
い
て

は
今
回
の
路
線
変
更
時
に
検
討
し

た
が
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
の
時
間

調
整
が
と
れ
ず
、
碧
水
発
着
と
し

て
い
る
が
、
美
葉
牛
発
着
と
な
る

よ
う
協
議
を
進
め
る
。
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澤
田
議
員

　

こ
こ
数
年
、
口
を
開
け
ば
「
規

模
拡
大
」「
法
人
化
」
と
言
わ
れ

て
久
し
い
。
加
え
て
、
国
も
そ
の

よ
う
な
政
策
ば
か
り
を
推
し
進
め

て
い
る
。

　

「
北
竜
町
の
農
業
」
は
、
過
去
、

他
に
先
駆
け
て
農
業
法
人
が
設
立

さ
れ
大
型
機
械
の
共
同
利
用
が
進

め
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。し
か
し
、

農
業
者
の
大
方
を
占
め
る
「
個
人

農
家
」
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助

事
業
が
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
機

械
や
施
設
の
更
新
は「
自
己
資
金
」

で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
と
し
て
「
高
齢
だ
っ
た
り
」

「
後
継
者
が
い
な
い
」
で
、
農
業

経
営
の
継
続
を
諦
め
て
し
ま
う
現

実
も
あ
る
。

　

株
式
会
社
と
い
う
の
は
「
基
本

的
に
利
益
の
追
求
」
な
た
め
「
条

件
の
悪
い
と
こ
ろ
」「
儲
か
ら
な

い
こ
と
」
は
や
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
個
人
経
営
者
が
将
来

的
に
経
営
継
続
で
き
る
政
策
実
現

に
つ
い
て
、
ご
理
解
い
た
だ
き
、

国
に
対
し
て
積
極
的
に
申
し
述
べ

て
い
た
だ
き
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

日
本
の
農
業
が
抱
え
て
い
る
問

題
を
解
決
し
、
日
本
の
農
業
の
未

来
を
守
る
た
め
に
は
「
ス
マ
ー
ト

農
業
の
実
施
」「
農
地
や
経
営
の

大
規
模
化
」「
農
作
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
」「
持
続
可
能
な
農
業
の
促

進
」
の
４
つ
の
対
策
が
有
効
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
農
地
や
経
営
の
大

規
模
化
は
こ
れ
ま
で
も
進
め
ら
れ

て
お
り
、
農
家
の
高
齢
化
の
進
行

や
後
継
者
不
足
等
の
状
況
の
中
、

集
落
を
基
盤
と
し
て
農
業
生
産
の

維
持
を
図
っ
て
い
く
集
落
営
農
組

織
の
育
成
が
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。

　

町
内
に
お
い
て
は
、
地
域
の
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
大
型
機
械
設
備

等
の
共
同
利
用
、
ま
た
は
、
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
、
多

面
的
支
払
交
付
金
に
お
け
る
共
同

取
組
な
ど
に
よ
っ
て
多
く
の
集
落

営
農
取
組
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
多
く
の
農
業
関
連
補
助
事
業

で
は
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

（
受
益
農
業
従
事
者
５
名
以
上
）

等
、
一
定
数
の
農
業
者
等
を
補
助

対
象
要
件
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
個
々
で
は
、
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
お
け
る
環

境
負
荷
低
減
、
グ
リ
ー
ン
な
栽
培

体
系
へ
の
転
換
や
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト

へ
の
取
組
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
意
欲
あ
る
担
い
手

が
将
来
に
わ
た
っ
て
営
農
に
取
り

組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
補
助
事
業

の
有
効
活
用
を
含
め
た
取
組
推
進

に
当
た
っ
て
い
く
。

澤
田
議
員

　

ス
マ
ー
ト
農
業
や
Ｉ
Ｔ
農
業
に

つ
い
て
は
、
全
国
各
地
で
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
北
海
道
は
特
に
面

積
規
模
が
大
き
い
事
か
ら
大
変
有

効
だ
と
思
う
。

　

北
竜
町
に
お
い
て
も
、３
月
に
、

西
川
地
区
で
５
日
ほ
ど
、
大
型
ド

ロ
ー
ン
の
免
許
講
習
会
が
行
わ
れ

た
。
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
は
、
１
回
の

墜
落
で
数
百
万
円
か
か
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
今
後
、
従
来
の
ラ
ジ

コ
ン
ヘ
リ
に
よ
る
防
除
や
粒
剤
散

布
、
種
ま
き
な
ど
も
機
械
自
体
が

安
価
な
ド
ロ
ー
ン
に
置
き
換
わ
る

可
能
性
が
高
い
。

　

町
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
Ｉ

Ｔ
農
業
に
ど
の
よ
う
な
立
場
で
関

わ
っ
て
い
く
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

佐
々
木
町
長

　

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
前
々
議
会
か
ら
提
案

さ
れ
て
き
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
圃
場
の

大
型
化
と
経
営
組
織
の
在
り
方
等
、

農
協
等
、
農
業
団
体
と
の
協
議
が

必
要
で
あ
り
、
又
、
基
地
の
設
置

に
は
一
基
当
た
り
、
３
０
０
万
円

必
要
と
い
わ
れ
、
町
内
で
は
20
基

か
ら
30
基
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
、
ど
の
様
に
す
れ
ば
で
き
る

の
か
、
充
分
検
討
し
て
い
く
。

澤
田
議
員

北
竜
町
の
今
後
の

農
業
対
策
に
つ
い
て

　

北
海
道
に
も
桜
前
線
が
到
来

し
て
Ｇ
Ｗ
中
に
は
道
内
各
地
の

桜
の
名
所
で
は
多
く
の
花
見
客

で
賑
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

北
海
道
で
桜
が
見
ご
ろ
に
な

る
こ
ろ
、
本
州
で
は
、
ツ
ツ
ジ

や
藤
の
花
が
同
じ
く
見
ご
ろ
を

迎
え
る
と
の
こ
と
で
日
本
列
島

の
南
北
の
長
大
さ
を
知
る
季
節

で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
語
の

表
現
の
豊
か
さ
も
知
ら
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
桜
は「
散
る
」

と
表
現
し
ま
す
。『
い
ろ
は
歌
』

の
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
る

を
…
」
の
「
ち
り
ぬ
る
」
は
す
で

に
桜
の
花
が
散
っ
て
し
ま
っ
て

す
っ
か
り
葉
桜
に
な
っ
て
い
る

情
景
を
歌
っ
て
い
る
の
だ
そ
う

で
「
散
る
」
と
い
う
の
は
桜
に
対

し
て
使
う
言
葉
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
を
代
表
す

る
花
に
は
「
散
る
」
と
い
う
言
葉

の
代
わ
り
に
相
対
さ
せ
る
言
葉

が
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
例

え
ば
、
梅
は
「
こ
ぼ
れ
る
」、
椿

は
「
落
ち
る
」、牡
丹
は
「
崩
れ
る
」、

菊
は
「
舞
う
」
だ
そ
う
で
、
こ
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の
よ
う
に
同
じ
こ
と
を
言
う
場

合
、
日
本
語
の
特
徴
と
し
て
様
々

な
言
い
換
え
の
文
化
が
今
日
ま

で
用
い
ら
れ
て
い
る
歴
史
に
も

思
い
を
馳
せ
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
、
人
で
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
現
象
的
事
実
だ
け
を
み

れ
ば
「
死
」
で
あ
る
こ
と
に
は

確
か
で
す
が
平
安
の
古
の
人
々

は
「
往
く
」
と
表
現
し
て
き
ま
し

た
。
今
生
の
命
尽
き
た
な
ら
そ
れ

で
消
え
て
無
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
く
、
命
の
ふ
る
さ
と
に

往
く
だ
け
な
の
で
往
生
と
い
う

思
想
を
育
ん
で
き
た
の
も
日
本

の
文
化
で
あ
り
伝
統
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

桜
の
華
が
散
る
の
で
は
な
く
、

桜
の
花
び
ら
が
散
っ
て
ゆ
く
の

で
あ
っ
て
、
桜
の
華
が
決
し
て
無

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

よ
う
に
、
人
も
、
死
に
よ
っ
て
完

全
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
く
、
も
う
一
度
会
え
る
世
界

が
あ
る
の
だ
と
信
じ
る
心
を
現

代
ま
で
相
続
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
も
、
花
見
を
迎
え
る
中
に
思
い

を
寄
せ
た
い
で
す
。（
寺
垣

信
晃
）

●乗合タクシーは自宅や連絡施設間の移動に利用できます

●乗合タクシーを使ってみたいけれど利用の仕方がわからない方へ●乗合タクシーを使ってみたいけれど利用の仕方がわからない方へ

◎連絡施設

　福祉センター、町立診療所、ココワ、町立歯科診療所、公民館、役場、

　サンフラワーパーク北竜温泉、JA きたそらち北竜支所、セイコーマートへきすい店、

　Ｂ＆Ｇ海洋センター（プール）、北竜ひまわり整骨院、ひまわりパークゴルフ場、

　碧水支え合いセンター、禅林寺、弘徳寺、龍泉寺、法光寺、清雲寺

◎運賃

　２００円　※障がい者手帳などを持っている方の運賃は半額になります。

　降車時に手帳等の提示をお願いいたします。

　現金または回数券でお支払いください。

①事前に役場で登録をお願いします。

　企画振興課企画係に電話（℡３４－７０２９）してください。

　利用するかどうか未定でも、まずは登録しておくと使いたい時にすぐ利用できます。

　登録後に、自宅に登録証とパンフレットを送付いたします。

②利用したい日と便が決まったら、和ハイヤーに電話（℡：３４－２６５９）して、

「乗合タクシーの予約」とお伝えください。

　「利用日」と「利用便」と「連絡施設」、「行き」「帰り」「連絡施設間」のいずれかを伝えてください。

　また、「介助者」がいる場合は、そのことも伝えてください。

　利用方法を和ハイヤーの方が丁寧に教えてくれますので、まずは電話してみてください！

乗合タクシーを乗合タクシーを
   利用してみませんか   利用してみませんか

【問い合わせ先】　役場企画振興課企画係　℡：３４－７０２９
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「男の料理教室」はじまります！

（担当：大平 みらい）

【 第４２回 】　

　今年も「男の料理教室」を年３回開催する予定です。杉山栄養士が考えた美味しくてバランスの

いいお食事をみんなで作ります！　定員は４～８名です。初めての方、繰り返し参加している方、

料理を作ってみたい方、誰でも大歓迎です。ご参加お待ちしています！

主食、副菜、汁物を作って食べます。

男性限定の教室…調理中は黙々と食材に向き合っており、真剣です！

調理したものは、みんなで食べます。「美味しい！」を共有できるのが

この教室の醍醐味です。

■男の料理教室■男の料理教室 ～作って・食べて・健康になろう！～～作って・食べて・健康になろう！～

● にこにこベビーズ

● 子育て相談（予約制）

● 男の料理教室

● 住民健診

● 認知症物忘れ相談

 7日（金）10:00～11:30　すこやかセンター

 7日（金）13:15～15:15　すこやかセンター

13日（木）10:30～12:30　公民館調理室

19日（水）　すこやかセンター

20日（木）　碧水いきがいセンター体育館

21日（金）　美葉牛研修センター

24日（月）10:00～11:30　碧水地域支え合いセンター

25日（火）10:00～11:30　ココワ研修室

６月の
保健・介護予防

行事

※変更になる場合があ
りますので、防災無線
等でご確認ください。

❷ ❸申込締切：9/4 (水) 申込締切：10/30 (水)

●ご用意いただくもの：エプロン・三角巾・手ふきタオル・調理のできる姿（※マスク要着用）

❶申込締切：6/5 (水)

■6/13（木）
　10：30～12：30
　公民館調理室

・ごはん
・みそ汁（みそ玉作り）
・おてがるトンカツ風
・野菜のやまかけ

■11/7（木）
　10：30～12：30
　公民館調理室

・かんたん鮭ごはん
・けんちん汁
・長いもの梅しそ和え
・フルーツ白玉

■9/12（木）
　10：30～12：30
　公民館調理室

・お赤飯
・野菜たっぷり沢煮わん
・かんたんマーボー豆腐
・キャベツぽん酢和え

実食！家でも作れそう！
普段は作らない
メニューも、み
んなで作ると楽
しいです！

【申し込み先】　役場住民課介護予防係　 TEL：３４－７０３１
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今
月
の
行
政
相
談

北竜町地域子育て支援センター
℡３４ー８８０２

○日時　６月19日（水）10:00～11:30

　場所　やわら保育園

　内容　保育園自由解放

ピカピカキッズ
○日時　６月24日(月）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　歯科教室

○日時　６月26日(水）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　お散歩「消防車見学」

（対象：１歳児～）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
定
例
相
談
日
】

　

６
月
18
日(

火)

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　

長
谷
川
秀
幸

　

℡
３
４
‐
２
６
１
１

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

6/2
 （日）

深川市立病院
(担当医・北竜町立診療所
 所長 浦本幸彦）

℡ 22-1101

定岡歯科医院
℡ 32-4118

6/9
 （日）

深川市立病院
(担当医・深川内科クリニック
 院長 吉良良太）

℡ 22-1101

みやこし歯科診療所
℡ 0125-75-5330

6/16
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

杉村歯科医院
℡ 22-2323

6/23
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

あさひ歯科クリニック
℡ 0125-22-0033

6/30
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

あい歯科クリニック
℡ 0125-22-8500

休 日 当 番 医ちびっこひろば

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象

に
自
宅
か
ら
沼
田
警
察
署
ま
で
無

料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
６
・
７
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
６
月
20
日
（
木
）

※
申
し
込
み
期
限
６
月
17
日（
月
）

■
７
月
19
日
（
金
）

※
申
し
込
み
期
限
７
月
16
日（
火
）

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

心
配
ご
と
相
談

障
が
い
者
相
談
員
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】　

６
月
３
日(

月)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場
所
】　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
担
当
者
】

■
民
生
委
員
児
童
委
員

　

竹
内
委
員
・
鵜
飼
委
員

■
人
権
擁
護
委
員

　

澤
田
委
員
・
瀬
戸
委
員
・

　

藤
井
委
員

　

障
が
い
者
相
談
員
は
、
障
害
を

持
つ
方
々
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、

よ
り
豊
か
な
生
活
を
送
る
の
に
必

要
な
援
助
を
行
う
た
め
に
各
市
町

村
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
竜
町
の
相
談
員
は
次
の
通
り

で
す
。

■
身
体
障
が
い
相
談
員

　

山
下
好
晴
さ
ん
（
三
谷
）

■
知
的
障
が
い
者
相
談
員

　

伊
藤
二
三
男
さ
ん
（
板
谷
）



1515 令和６年６月号令和６年６月号

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
移
動
、
印
鑑

登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
６
月
17
日
（
月
）
～

　
　
　
　

６
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
迄

　
　
　
　

※
電
話
予
約
必
須

　
　
　

【
場
所
】　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

住
民
課
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

生
活
相
談
会
の

　
　
　
　
開
催
に
つ
い
て

タ
ク
シ
ー
助
成
に
つ
い
て

　

空
知
総
合
振
興
局
か
ら
委
託
を

受
け
て
い
る
そ
ら
ち
生
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
生
活
相

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

お
仕
事
に
関
す
る
こ
と
、
家
族

の
こ
と
、
日
常
生
活
に
か
か
わ
る

様
々
な
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
方
は
前
日
の
午
後

５
時
ま
で
に
電
話
に
て
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い

【
日
時
】　

６
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

【
場
所
】

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

        

２
階
会
議
室

【
申
し
込
み
先
】

そ
ら
ち
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０
・
２
７
９
・
２
３
４

℡
０
１
２
６
・
３
４
・
５
４
１
４

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
福
祉
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

　

通
院
等
、
町
外
へ
の
移
動
に
利

用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
助
成
券
の
交

付
は
申
請
が
必
要
で
す
が
、
代
理

申
請
も
可
能
で
す
。

　

代
理
申
請
の
場
合
は
事
前
に
企

画
振
興
課
企
画
係
に
電
話
（
℡
３

４
‐
７
０
２
９
）
な
ど
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

助
成
内
容
等
は
広
報
ほ
く
り
ゅ

う
５
月
号
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

税
務
職
員
募
集

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や

税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
の
採
用
試
験
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
受
験
資
格
】

①
令
和
６
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

②
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

【
申
込
受
付
期
間
】

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
）

　

６
月
14
日
（
金
）
午
前
９
時
～

  

６
月
26
日
（
水
）（
受
信
有
効
）

《
申
込
専
用
ペ
ー
ジ
》

https://www.jinji-shiken.

go.jp/juken.html

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
が
で
き
な
い
場
合
は
受
検
を
希

望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
所
轄
す

る
国
税
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
第
１
次
試
験
】（
基
礎
能
力
試
験
、

適
性
試
験
、
作
文
試
験
）

　

９
月
１
日
（
日
）

【
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日
】

10
月
３
日
（
木
）

【
第
２
次
試
験
】（
人
物
試
験
、
身

体
検
査
）

10
月
９
日（
水
）～
10
月
18
日（
金
）

の
う
ち
指
定
す
る
日

【
最
終
合
格
者
発
表
日
】

11
月
12
日
（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担

当
（
℡
０
１
１
‐
２
３
１
‐
５
０

１
１
）
又
は
最
寄
り
の
税
務
署

令
和
６
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】　

通
年

【
試
験
期
日
】

　

７
月
７
日
（
日
）・
８
日
（
月
）

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

南
地
区
隊

℡
０
１
６
６
‐
５
５
‐
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

℡
３
４
‐
７
０
２
８

■
募
集
相
談
員

　

松
本
浩
章
・
寺
垣
信
晃
・

　

加
藤
宰
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炭
酸
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の

　
　
廃
棄
方
法
に
つ
い
て

　

ご
家
庭
で
炭
酸
水
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
機
械
で
使
用
し
た
炭
酸

ガ
ス
ボ
ン
ベ
（
シ
リ
ン
ダ
ー
）
の

一
部
製
品
は
、
法
律
に
よ
り
高
圧

ガ
ス
製
品
の
扱
い
と
な
り
、製
造
・

販
売
を
行
っ
た
事
業
者
が
処
理
を

す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

も
え
な
い
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ

た
り
、
直
接
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ

ー
に
持
参
し
て
も
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
各
メ
ー
カ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
炭
酸
ガ
ス

ボ
ン
ベ
（
シ
リ
ン
ダ
ー
）
本
体
に

記
載
さ
れ
て
い
る
説
明
事
項
を
ご

確
認
の
う
え
、
販
売
元
や
製
造
メ

ー
カ
ー
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

誤
っ
て
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て

し
ま
う
と
、
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
ご
み
と
し

て
だ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

新
卒
求
人
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
申
し
込
み
を
！

　

北
海
道
外
や
首
都
圏
な
ど
か
ら

の
求
人
が
増
加
す
る
中
、
地
元
で

就
職
を
目
指
す
生
徒
が
せ
っ
か
く

の
地
元
求
人
に
注
目
す
る
こ
と
な

く
、
就
職
活
動
に
入
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
早
期
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
人
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

中
学
・
高
校
の
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
に
か
か
る
選
考
開
始
等
の

日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
中
学
校

○
求
人
受
理　
　
　

６
月
１
日
～

○
事
業
主
へ
の
求
人
票
（
控
）
返
戻

　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
１
日
～

○
推
薦
（
紹
介
）・
選
考
・
採
用
内
定

　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
１
日
～

■
高
等
学
校

○
求
人
受
理　
　
　

６
月
１
日
～

○
事
業
主
へ
の
求
人
票
（
控
）
返
戻

　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
１
日
～

○
推
薦（
紹
介
）
　
　

９
月
５
日
～

○
選
考
・
採
用
内
定　

９
月
16
日
～

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
深
川

　

℡
２
３
‐
２
１
４
８

熱
中
症
か
ら

　
　
　
身
を
守
る
た
め
に

　

こ
れ
か
ら
、
熱
中
症
に
注
意
が

必
要
な
夏
本
番
と
な
り
ま
す
が
、

徹
底
し
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で

熱
中
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。そ
の
参
考
に
な
る
の
が「
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
で
す
。

　

熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て
高

く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
場
合

に
気
象
庁
と
環
境
省
が
共
同
で
発

表
す
る
情
報
で
、
危
険
性
が
極
め

て
高
い
暑
熱
環
境
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
日
の
前
日
夕
方
ま
た
は
当

日
早
朝
に
発
表
し
、
注
意
や
警
戒

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

発
表
さ
れ
て
い
る
日
に
は
、
こ

ま
め
に
水
分
や
塩
分
を
補
給
し
、

外
出
や
屋
外
で
の
運
動
を
控
え
、

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
等
に
よ
る
涼

し
い
環
境
に
て
過
ご
す
な
ど
熱
中

症
予
防
の
た
め
の
行
動
を
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
環
境
省
で
は
、
今
年
度

よ
り
、
気
温
が
特
に
著
し
く
高
く

な
る
こ
と
に
よ
り
熱
中
症
に
よ
る

重
大
な
健
康
被
害
が
生
ず
る
お
そ

れ
の
あ
る
場
合
に
「
熱
中
症
特
別

警
戒
情
報
（
熱
中
症
特
別
警
戒
ア

ラ
ー
ト
）」
を
発
表
し
ま
す
。
そ

の
際
は
、
気
象
庁
も
全
般
気
象
情

報
等
に
よ
り
暑
さ
に
対
す
る
注
意

喚
起
を
行
い
ま
す
の
で
、
最
新
の

気
象
情
報
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

℡
０
１
１
‐
６
１
１
‐
０
１
７
０

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
・
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
表
状
況

（
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

生
き
る
術
惑
う
日
も
あ
り
残
る
鴨
　
　
　
　
　
山
本
玲
子

ま
た
一
つ
天
上
人
の
春
の
星
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
正
俊

幸
せ
の
形
を
乱
さ
ず
鳥
帰
る
　
　
　
　
　
　
　
吉
尾
広
子

里
山
の
静
か
な
目
覚
め
穀
雨
か
な
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

争
い
の
国
に
見
せ
た
い
桜
か
な
　
　
　
　
　
　
山
下
好
晴

挨
拶
の
言
葉
軽
や
か
五
月
来
る
　
　
　
　
　
　
中
島
雅
子

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
が
休
む
や
や
の
帽
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
私
を
見
て
と
真
っ
盛
り
　
　
　
佐
藤
美
智
子

二
輪
車
の
交
通
事
故

防
止

【
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
遵
守
】

　

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
、
カ

ー
ブ
で
曲
が
り
切
れ
ず
に
路
外
逸

脱
事
故
な
ど
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ

り
、
無
理
な
追
い
越
し
は
正
面
衝

突
を
引
き
起
こ
す
要
因
に
な
り
ま
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す
。
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
路
面

の
変
化
に
よ
り
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

転
倒
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
し

っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
バ
イ
ク
の
特
性
の
理
解
】

　

バ
イ
ク
は
車
体
が
小
さ
く
、
車

の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
、
ミ
ラ
ー

等
の
死
角
に
な
っ
て
見
落
と
さ
れ

た
り
、
距
離
感
や
速
度
感
覚
が
わ

か
り
に
く
く
、
特
に
交
差
点
で
は
、

い
わ
ゆ
る
「
右
直
事
故
」
の
当
事

車
両
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

運
転
す
る
際
に
は
、
車
両
の
特
性

を
理
解
し
た
上
で
、
お
互
い
に
慎

重
な
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
ゆ
と
り
を
持
っ
た
ツ
ー
リ
ン
グ
】

　

ツ
ー
リ
ン
グ
中
に
バ
イ
ク
仲
間

か
ら
遅
れ
、
そ
の
遅
れ
を
取
り
戻

そ
う
と
自
分
の
技
量
を
超
え
て
無

理
な
運
転
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

無
理
な
運
転
は
、
交
通
違
反
や

交
通
事
故
を
惹
起
し
、
命
を
落
と

す
場
合
も
あ
り
ま
す
。　
　

　

仲
間
と
ツ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
際

に
は
、
ゆ
と
り
の
あ
る
計
画
を
立

て
、
仲
間
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た

場
合
の
集
合
場
所
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎対象者

　　北竜町にお住まいで、運転免許証を自主返納される６５歳以上の方

　　（自主的に返納せず、運転免許証の有効期限が切れて失効した方は対象外）

◎手続きの仕方

１．運転免許証を最寄りの警察署へ返納し、「運転経歴証明書」の発行を依頼

　　　【持参するもの】

   　 　①運転免許証　    　②印鑑 　   　③２，４００円（申請手数料と写真代）

   　 　④写真（縦３センチ×横２．４センチ）１枚

　　　※写真を用意できる場合は、写真代は必要ありません。

　　　※申請手数料と写真代の領収書は役場での申請に必要となりますので、

　　　　無くさないで下さい。

　　　※運転免許証については、この時点で失効します。

２．運転経歴証明書が発行されたら、役場で申請書の手続き

　３．後日、ハイヤー券（５０，０００円分）を交付

　　※ハイヤー券は和ハイヤーのみで利用できます（申請人本人が乗車する場合のみ）。

　　※ハイヤー券の有効期間は、１０年間です（令和６年度より）。

◎ご自宅から沼田警察署までの送迎を行ってます。

　　運転免許証を自主返納したいが、警察署まで行く手段がないなどの理由で、運転

　免許証を返納出来ない方の為に、自宅から沼田警察署までの無料送迎を行っていま

　すので、詳しくは役場総務課庶務係までご連絡下さい。

高齢者運転免許証
自主返納サポート事業について
高齢者運転免許証高齢者運転免許証
自主返納サポート事業について自主返納サポート事業について自主返納サポート事業について

■令和６年度より
　免許返納によるハイヤー券の有効期間が１０年になります

※運転免許証を自主返納した６５歳以上の方にハイヤー券を交付してます。

【問い合わせ先】　役場総務課庶務係　℡：３４－７０２８
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　町では、エゾシカによる農作物の被害対策として「くくり罠」を導入し、罠の貸し出しを

行っています。「自分の農地は自ら守る」ことを合い言葉に、町内各地区において「くくり罠」

を設置してエゾシカの駆除にあたっています。

　狩猟試験予備講習及び狩猟試験が次の日程で実施されますのでお知らせいたします。

●狩猟試験予備講習

日　時　７月２８日（日）９時～１６時３０分

　受　付　６月１８日（火）～７月２３日（火）

会　場　岩見沢市民会館まなみ～る　多目的室①②③

受講料　第１種又は第２種：１２,５００円（テキスト代込み）

　　　　　網：９，０００円　　　わな：９，０００円　　　網及びわな：１２，０００円

　　　　　第１種または第２種と同時に網、又はわなを受講する場合：１５,０００円

　　　　　第１種または第２種と同時に網、及びわなを受講する場合：１７,０００円

　定　数　人数制限なし

●狩猟試験

日　時　１２月７日（土）、８日（日）９時００分～

　受　付　８月２９日（木）～９月１３日（金）

会　場　空知総合振興局（岩見沢市）

　定　数　人数制限なし

※狩猟免許試験の受験を希望する場合、事前申請が必要です。

※令和５年度より狩猟免許試験の申請方法が変わりました
ので道のホームページを必ず確認してください。（https://
www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/syuryo/syuryoumenkyo.
html）

※「狩猟免許」を取得される方には、受講料などの助成制度があります。

■問い合わせ先　【役場産業課商工ひまわり観光・林務係】　℡３４－７０３２

　　　　　　　　【空知猟政協議会】  　　　　　　　　　　℡０１２６－２４－１１１１

有害鳥獣から自分の農地を守りましょう

わな狩猟免許を
お持ちの方へ

　昨年同様、「くくり罠」「箱

わな」の貸し出しを行ってお

ります。罠の貸し出しが必

要な方は印鑑をご持参の上、

役場産業課商工ひまわり観

光・林務係にて貸し出しの

手続きを行ってください。

北竜町の事件・事故の発生状況（４月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

置き
引き

暴行 その他 合計

2024年 ０ ０ ０ ０ ０ ０

2023年 ０ ０ １ ０ １ ２

人 身 事 故 物 損 事 故

2024年 ０ 2024年 8

2023年 ２ 2023年 52
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■ ２０歳から６０歳未満の方
■ 国民年金保険料を納めている方（農業者年金加入者を除く）

国民年金基金に加入できるのは、以下のいずれの条件も満たしている方です。

※60歳以上65歳未満の方や海外に居住の方で、国民年金に任意加入されている方も加入できます。

年金が増えて老後にゆとり！

税金がおトクで今にゆとり！

①掛金の全額が課税所得から控除され、所得税・住民税ともに減額されます。

　老後に受け取る年金は「公的年金等控除」の対象となります。

②加入したときの掛金や受け取る年金額は変わりませんので、

　自分に合わせた年金設計ができます。

③保証付に加入した方が保証期間内に亡くなられた場合、

　遺族の方に一時金が支給されます。

国 民 年 金 基 金

【こんなメリットがあります】

【問い合わせ先】　全国国民年金基金北海道支部　℡０１２０－６５－４１９２

令和５年度中山間地域等直接支払交付金内訳

【用語解説】

　　急    傾    斜　　田で距離２０ｍで１ｍ以上の傾斜地、交付金額は１０ａ当たり２１,０００円

　　緩    傾    斜　　田で距離２０ｍで１ｍ以下から距離１００ｍで高さ１ｍまでの傾斜地、 

　　　　　　　　　　　交付金額は１０ａ当たり８,０００円

　　地域共同取組分　　地域で農業生産性にかかわる共同作業(水路農道草刈等)経費や多面的機能を

　　　　　　　　　　　増進する経費に使用する交付金(交付額の約５０％）

　　農地管理者分　　農地の管理面積に応じて農業者個人に支払われる交付金(交付額の約５０％）

集落協定名

協定参加者数 対象農地　田
交付総額

交付金使用方法

計 農業者 合計 急傾斜 緩傾斜 農地管理者分 地域共同取組分
（人） （人） （㎡） （㎡） （㎡） （円） （円） （円）

北竜中山間地区 131 131 13,284,153 557,405 12,726,748 113,519,489 56,759,749 56,759,740 

碧　　水 18 18 1,952,679 196,225 1,756,454 18,172,357 9,086,179 9,086,178 

岩　　村 22 22 1,764,563 89,349 1,675,214 15,278,041 7,639,022 7,639,019 

美 葉 牛 20 20 3,729,381 57,760 3,671,621 30,585,928 15,292,965 15,292,963 

古    作 9 9 196,669 - 196,669 1,573,352 786,676 786,676 

板    谷 17 17 1,184,379 52,259 1,132,120 10,154,399 5,077,200 5,077,199 

西    川 9 9 937,082 88,456 848,626 8,646,584 4,323,293 4,323,291 

和 15 15 80,781 29,404 51,377 1,028,500 514,250 514,250 

三    谷 10 10 1,114,520 43,952 1,070,568 9,487,536 4,743,768 4,743,768 

恵　　竜 11 11 2,324,099 - 2,324,099 18,592,792 9,296,396 9,296,396 
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１．採用年月日　　随時採用（採用予定者と協議し決定する）

２．採用予定人員　　３名

３．受 験 資 格　　○ 年齢が概ね４０歳以下の方

　　　　　　　　　　○ 普通自動車免許を有する方

　　　　　　　　　　○ 採用時に北竜町に居住できる方

　　　　　　　　　　※ただし、日本国籍を有しない者、又は地方公務員法第１６条のいずれかに該当する者は、

　　　　　　　　　　　受験できません。

４．給 与 等　　北竜町職員給与規定に基づいて支給。※民間企業等の経験年数による加算あり。

　　　　　　　　　　手当～扶養手当・住居手当･通勤手当･時間外手当・寒冷地手当・期末手当・勤勉手当等

５．申 込 期 間　　令和６年６月３日（月）～令和６年７月５日（金）まで（必着）　　

６．提 出 書 類　　・北竜町職員採用試験エントリーシート兼履歴書

　　　　　　　　　　・卒業証明書（又は卒業見込み証明書）

　　　　　　　　　　・作文（テーマについては、要領参照）

　　　　　　　　　　　上記を北竜町役場総務課に郵送又は持参し提出して下さい。

７．書 類 選 考　　受付後、書類選考を行います。

８．試 験 日　　書類選考のうえ、後日通知。　 　試験方法：適正試験・面接試験

１．採用年月日　　随時採用（採用予定者と協議し決定する）

２．職種及び人員　　特別養護老人ホーム北竜町永楽園　一般事務正職員　１名

３．業 務 内 容　　一般事務（事務先般）・介護報酬請求事務など

３．受 験 資 格　　○ 年齢が概ね４０歳以下の方

　　　　　　　　　　○ 普通自動車免許を有する方

　　　　　　　　　　※ただし、日本国籍を有しない者、又は地方公務員法第１６条のいずれかに該当する者は、

　　　　　　　　　　　受験できません。

４．給 与 等　　北竜町職員給与規定に基づいて支給。※民間企業等の経験年数による加算あり。

　　　　　　　　　　手当～扶養手当・住居手当･通勤手当･時間外手当・寒冷地手当・期末手当・勤勉手当等

５．申 込 期 間　　令和６年６月３日（月）～令和６年７月５日（金）まで（必着）　

６．提 出 書 類　　・北竜町職員採用試験エントリーシート兼履歴書

　　　　　　　　　　・卒業証明書（又は卒業見込み証明書）

　　　　　　　　　　・資格に関する資格証等の写し（該当者のみ）

　　　　　　　　　　・作文（テーマについては、要領参照）

　　　　　　　　　　　上記を北竜町役場総務課に郵送又は持参し提出して下さい。

７．書 類 選 考　　受付後、書類選考を行います。（※介護保険施設の就労経験ある方、優遇）

８．試 験 日　　書類選考審査のうえ、７月中・下旬に実施予定。　 試験方法：適正試験・作文試験

令和６年度 北竜町職員【一般事務職員（行政職）】採用資格試験募集

令和６年度 北竜町職員【一般事務職員（永楽園）】採用資格試験募集

■エントリーシート及び作文用紙については、北竜町のホームページからダウンロードできます。

　郵送で書類を請求される場合は、１２０円切手を貼った返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）に

　送付先の住所・氏名を記入したものを同封し、請求して下さい。

【提出先・問い合わせ先】
　　　〒０７８－２５１２　雨竜郡北竜町字和１１番地１　北竜町役場 総務課庶務係
　　　℡：０１６４－３４－７０２８

北竜町職員採用資格試験募集



2121 令和６年６月号令和６年６月号

１．採用年月日　　令和７年４月１日

２．職種及び人員　　建築技術職　１名

３．受 験 資 格　　○ 建築設計・施工について２年以上の実務経験がある方で、１級建築士又は２級建築

　　　　　　　　　　   士の資格を有する概ね３５歳以下の方。又は２級建築士の受験資格を有する方で、

　　　　　　　　　　　 年齢が概ね３０歳以下の方。

　　　　　　　　　　○ 採用後、北竜町へ居住できる方

　　　　　　　　　　○ 普通自動車免許を有する方

　　　　　　　　　　※ただし、日本国籍を有しない者、又は地方公務員法第１６条のいずれかに該当する者は、

　　　　　　　　　　　受験できません。

４．給 与 等　　北竜町職員給与規定に基づいて支給。※民間企業等の経験年数による加算あり。

　　　　　　　　　　手当～扶養手当・住居手当･通勤手当･時間外手当・寒冷地手当・期末手当・勤勉手当等

５．申 込 期 間　　令和６年６月３日（月）～令和６年７月５日（金）まで（必着）　

６．提 出 書 類　　・北竜町職員採用試験エントリーシート兼履歴書

　　　　　　　　　　・卒業証明書（又は卒業見込み証明書）

　　　　　　　　　　・資格に関する資格証等の写し（該当者のみ）

　　　　　　　　　　・作文（テーマについては、要領参照）

　　　　　　　　　　　上記を北竜町役場総務課に郵送又は持参し提出して下さい。

７．書 類 選 考　　受付後、書類選考を行います。

８．試 験 日　　書類選考のうえ、後日通知。　 　試験方法：適正試験・面接試験

１．採用年月日　　令和７年４月１日

２．職種及び人員　　保健師　１名

３．受 験 資 格　　○ 保健師資格取得者又は、令和７年３月までに取得予定者

　　　　　　　　　　○ 採用後、北竜町へ居住できる方

　　　　　　　　　　○ 普通自動車免許を有する方

　　　　　　　　　　※ただし、日本国籍を有しない者、又は地方公務員法第１６条のいずれかに該当する者は、

　　　　　　　　　　　受験できません。

４．給 与 等　　北竜町職員給与規定に基づいて支給。※民間企業等の経験年数による加算あり。

　　　　　　　　　　手当～扶養手当・住居手当･通勤手当･時間外手当・寒冷地手当・期末手当・勤勉手当等

５．申 込 期 間　　令和６年６月３日（月）～令和６年９月５日（木）まで（必着）　

６．提 出 書 類　　・北竜町職員採用試験エントリーシート兼履歴書

　　　　　　　　　　・卒業証明書（又は卒業見込み証明書）

　　　　　　　　　　・保健師免許証の写し（取得している場合のみ）

　　　　　　　　　　・作文（テーマについては、要領参照）

　　　　　　　　　　　上記を北竜町役場総務課に郵送又は持参し提出して下さい。

７．書 類 選 考　　受付後、書類選考を行います。

８．試 験 日　　書類選考のうえ、後日通知。　 　試験方法：適正試験・面接試験

令和７年度 北竜町職員【建築技術職】採用資格試験募集

令和７年度 北竜町職員【保健師】採用資格試験募集

詳細は北竜町のホームページをご覧ください。

北竜町職員採用資格試験募集
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北空知広域水道企業団からのお知らせ
　北空知広域水道企業団は、深川市、沼田町、秩父別町、北竜町、妹背牛町に水道用水を供給

する一部事務組合です。企業団では毎年、条例に基づき財政の状況を公表しています。

　今回は、令和５年度の事業と経理の内容、令和６年度の事業計画と予算の概要についてお知

らせします。

　令和５年度の年間水道用水供給実績は２，９９５，６２５㎥（１日平均８，１８５㎥）

となり、前年度と比較して１１４，９７１㎥（１日平均３３７㎥）減少しました。

　令和６年度の年間予定供給量は、２，９００，０００㎥（１日平均７，９４５㎥）とし、

施設運転・保守管理を中心とした収益的収支と施設・設備の更新を中心とした資本的収支

の予算額は下表のとおりです。

令和５年度　北空知広域水道企業団
水道用水供給事業会計試算表

令和６年度　北空知広域水道企業団
水道用水供給事業会計予算表

令和6年3月31日現在

※収益的収支の収入額が支出額に不足する額1億484万6千円は、剰

余金で補てんします。また、資本的収支の収入額が支出額に不足

する額1億7,154万6千円は、損益勘定留保資金などで補てんします。

■令和５年度の事業と経理の概要・
　令和６年度の事業計画と予算の概要について

　■問い合わせ先

　〒０７８－２２２２

  沼田町字沼田１２４８番地の１

　北空知広域水道企業団

　TEL ３５－１８７８

  FAX ３５－２７８２

　ホームページをご覧ください。

　http://www.kitasorasui.or.jp/　

借　　　　　　方 貸　　　　　　方

勘 定 科 目 金　　額 勘 定 科 目 金　　額

固定資産 59億 1,634万 7千円 固定負債 8億 2,733万 2千円

流動資産 4億 9,268万 3千円 流動負債 8,829万 5千円

資本金 39億 4,721万 9千円

剰余金 1億 5,554万 7千円

繰延収益 13億 9,063万 7千円

計 64億 903万円 計 64億 903万円

営業費用 4億 7,408万 6千円 営業収益 3億 8,333万 9千円

うち減価償却費 （2億 7,945万 2千円）営業外収益 6,277万 1千円

営業外費用 623万 7千円

特別損失 408万円 当年度純損失 3,829万 3千円

合　　計 68億 9,343万 3千円 合　　計 68億 9,343万 3千円

収益的収支 資本的収支

  収　入  4億 8,639万 1千円 2億 4,998万 4千円

  支　出  5億 9,123万 7千円 4億 2,153万円

  差　引  ▲ 1億 484万 6千円 ▲1億 7,154万 6千円



2323 令和６年６月号令和６年６月号

　　　北竜町無火災期間  （令和６年５月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　 １，４０８日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 　 ２１１日間

 令和６年深川地区消防組合管内火災発生件数　５件
　 内訳　北　竜　０件　　深　川　５件　　秩父別　０件
　　　　 妹背牛　０件　　沼　田　０件

　住宅用消火器は、住宅火災の初期消火に最適化された消火器です。一般的な消火器とは異なり、カラ

フルでデザインが豊富であり、小型・軽量で、高齢者や女性にも使いやすく、火炎も狙いやすいように

工夫されています。設置義務はありませんが、大切な家族や財産を守るため、万が一に備え、いち早く

消火ができるよう設置することをお勧めしています。

　また、住宅用消火器は中身を詰め替えることができないため、使用期限はおおむね５年とされており、

使用期限が過ぎていると「いざ」という時に使用できない場合があります。本体に記載されている使用

期限をご確認し、過ぎている場合は速やかに取り替えましょう。

　初期消火は、消火器等による迅速な消火活動のことで、火災の延

焼や被害を最小限に抑えるために大変重要となります。

　しかし、初期消火が可能かを見きわめることも大切であり、「天井

に炎が燃え移っている」または、「火炎が自分の身長以上に達してい

る」などの時は初期消火を行わず避難を優先して下さい。

　火災の種類によって適応する消火器が異なりますが、以下の４つの絵が本体に表示されているものは、

全ての火災に適応されますのでご確認ください。

ご家庭に住宅用消火器を！

●初期消火について

●適応火災の確認について

日時：令和６年６月２８日（金）午後２時３０分

場所：北竜町役場北側駐車場

令和6年度 北竜消防演習の開催について令和6年度 北竜消防演習の開催について
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．３０８

　

田
植
え
は
無
事
終
了
し
た
で
し

ょ
う
か
？
お
疲
れ
様
で
し
た
。

田
植
え
前
の
準
備
作
業
の
時
点
で

も
疲
労
は
強
烈
な
よ
う
で
受
診
さ

れ
た
農
家
の
方
は
皆
、
異
口
同
音

に
疲
れ
の
蓄
積
や
体
の
痛
み
な
ど

を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

春
か
ら
夏
に
か
け
て
農
家
の
方
は

黒
く
日
焼
け
す
る
し
体
重
は
減
り

体
が
締
ま
り
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
も

ん
ね
。

農
作
業
も
そ
う
で
す
が
強
制
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
成
果
を
出
し
ま

す
ね
。
な
ん
と
か
ザ
ッ
プ
に
引
け

を
取
り
ま
せ
ん
ね
。

で
も
ご
自
分
の
体
力
気
力
を
考
慮

し
無
理
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

今
は
少
し
休
憩
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｇ
Ｗ
明
け
の
ニ
ュ
ー
ス
で
退
職

代
行
サ
ー
ビ
ス
が
大
盛
況
な
ん
て

の
が
あ
り
ま
し
た
。
長
い
休
み
が

あ
っ
た
り
五
月
病
が
あ
っ
た
り
、

ま
た
各
人
様
々
な
事
情
が
あ
る
か

ら
蚊
帳
の
外
の
僕
が
意
見
は
し
ま

せ
ん
が
色
ん
な
御
商
売
が
あ
る
ん

で
す
ね
。
時
代
で
す
ね
。

農
家
の
新
規
就
業
者
の
離
職
率
は

少
な
い
か
な
？
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
国
の
統
計
で
は
他
業
種
よ

り
多
い
そ
う
で
す
。
あ
り
ゃ
、
や

っ
ぱ
仕
事
が
思
っ
た
よ
り
ハ
ー
ド

だ
っ
た
の
か
な
。

第
一
次
産
業
の
存
続
に
か
か
わ
る

問
題
で
す
か
ら
解
決
へ
の
取
り
組

み
が
必
至
で
す
ね
。

　

昨
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

今
年
も
あ
の
暑
さ
が
襲
来
し
た
ら

大
変
で
す
。

で
も
昨
年
は
暑
す
ぎ
た
の
で
皆
さ

ん
が
用
心
し
た
の
か
、
思
い
の
ほ

か
熱
中
症
や
脱
水
症
の
方
は
少
な

か
っ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

農
家
の
方
は
朝
夕
の
涼
し
い
時
に

し
か
作
業
し
な
い
と
か
、
水
分
や

電
解
質
の
補
給
な
ど
、
各
人
実
践

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
立
派
！

今
年
も
夏
の
暑
さ
対
策
に
は
準
備

怠
り
な
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
最
近
の
診
察
室
で
の
話
題

は
、（
毎
度
で
る
議
題
で
す
が
）

「
い
つ
ま
で
、や
る
？
」
問
題
で
す
。

農
家
の
方
は
基
本
定
年
制
度
は
無

い
よ
う
で
す
。
法
人
は
六
五
歳
ま

で
の
雇
用
義
務
化
と
か
は
あ
る
ら

し
い
で
す
が
何
歳
で
や
め
！
と
い

う
規
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

農
家
の
方
は
基
本
根
性
が
あ
り

ま
す
ん
で
体
が
動
く
う
ち
は
働
き

ま
す
。
特
に
お
子
さ
ん
が
後
を
継

い
で
く
れ
て
い
る
と
。

で
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
無
理
を

し
て
い
ま
す
。
肩
を
、
膝
を
、
腰

椎
を
手
術
し
た
な
ど
話
題
に
は
事

欠
き
ま
せ
ん
。
農
家
の
方
は
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
以
上
に
体
を
酷
使

し
て
働
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
は
ケ
ガ
の
防
止

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
改
善
な

ど
科
学
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
専
門
に
扱
う
部
署
が
存
在
し

ま
す
。
農
業
に
は
ど
う
で
し
ょ

う
？
も
し
存
在
し
て
効
果
を
上
げ

て
い
れ
ば
農
家
の
方
が
整
形
外
科

に
行
く
率
が
下
が
っ
て
い
る
は
ず

で
す
が
。

　

基
本
ヒ
ト
の
体
は
壊
れ
た
ら
元

通
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
壊
れ
て

か
ら
治
そ
う
と
す
る
よ
り
壊
れ
な

い
よ
う
に
作
業
す
る
事
が
優
先
さ

れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

に
国
や
消
費
者
が
気
付
い
て
い
な

い
な
ら
ば
農
業
を
軽
視
し
て
い
る

気
が
し
ま
す
。

　

農
家
の
方
は
真
面
目
で
正
直
な

働
き
も
の
で
す
。
仕
事
一
筋
も
良

い
の
で
す
が
、
無
理
を
せ
ず
時
間

や
体
力
が
あ
る
う
ち
に
健
や
か
で

有
意
義
な
第
二
の
人
生
を
送
っ
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
６月５日（水）は午後１時３０分より、浦本先生が深川市において
介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。

ろ う し んや

老爺心
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

８日（土）真竜小学校運動会 真竜小学校
グラウンド

10日（月）教育長杯
パークゴルフ大会 ひまわりPG場  8:30～

13日（木）ひまわり大学
６月講座

公民館
大ホール 10:00～

15日（土）第６回やわら保育園
運動会 やわら保育園

21日（金）キッズエアロビクス やわら保育園  9:30～

26日（水）中体連北空知大会
（～２７日） 北空知管内

27日（木）北竜町議会議長杯
パークゴルフ大会 ひまわりPG場  8:30～

28日（金）北竜消防演習 役場
北側駐車場 14:30～

６月の生涯学習カレンダー

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

6月 3・10・17・24日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

　　　

下記の事業を今後予定していますの
で、右記ＱＲコードより詳細を確認
の上、電話等でお申し込み下さい。
月頭に掲載されていない事業もあり
ますので、随時ご確認ください。

【予定している参加者を募集する事業】
　・子どもと高齢者のふれあい事業…６/２９

右記ＱＲコード（真竜小学校のホー
ムページ）からご覧いただけます。
※中学校は現在調整中です。

　　　（問い合わせ先：北竜町教育委員会 TEL:３４－２５５３）

右記ＱＲコードより、検討委員会
の様子等が掲載された「かわら版」
第１号をご覧いただけます。

■今後の主催事業について

■学校便りについて

■北竜町のこれからの学校づくり
　「かわら版」について

■図書館便りについて

※印刷物でご覧になりたい方は教育委員会
 （℡：３４－２５５３）までご連絡ください。

水辺の事故を防ぐために

　６月が始まり、海や川など水辺で遊ぶ機会が増えま

すが、これからの夏シーズンに入るにつれて、特に水

辺での事故が多く発生する時期です。

　川辺では急に川の水が増えたりすることもあるの

で、子供達だけでは近づかないようにしましょう。

■水辺で遊ぶ時に注意する事

○遊ぶ前には天気予報を確認

　しましょう。

○水辺に行くときは大人に同行

　してもらい、ライフジャケット

　を着るようにしましょう。

○もし溺れている人を見かけたら、

　自分で飛び込まず、助けを呼びましょう。

○水に落ちたら慌てずに浮いて助けを待ちましょう。

右記ＱＲコードからご覧いただけ
ます。

爽やかラジオ体操が始まります

　爽やかラジオ体操が６月１０日（月）より始まり

ます。参加を希望される方は、期間中、朝６：３０

までに公民館前にお集まりください（９月６日まで）。

ご不明な点がありましたら、教育委員会（℡３４－

２５５３）までお問い合わせください。
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　住環境の保全及び地震や雪害等による倒壊等の被害を未然に防ぎ、安全安心なまちづくりに寄与

するため、老朽化した住宅の除却費用の一部を助成します。

◎対象となる要件

　　・本町の区域内に存するものであること

　　・昭和５６年 5 月３１日以前に建設されたものであること

　　・除却工事に要する費用が３０万円以上であること

◎補助対象者

　　・空家等の建物を解体撤去した所有者等（個人）　（令和６年度は４件）

◎補助金額

　　・除却工事費用の２分の１（１，０００円未満は切り捨て）上限１００万円

　　　《例》除却工事費用２５０万円の場合　→　自己負担額：１５０万円、町助成額：１００万円

◎申請期間

　　・令和６年６月３日（月）から令和６年６月２８日（金）まで

◎申請手続き

　　・申請を行う前に必ず事前にご相談ください。

　　・申請後、書類審査・現地確認等を行い、交付決定をします。

　　　交付決定は８月下旬から９月上旬を予定しています。

　　　この決定前に解体を行った場合は補助対象とはなりませんのでご注意ください。

■住宅除却工事費用の一部を補助します■住宅除却工事費用の一部を補助します

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

板
谷　

大
田
原

繁
喜　

氏

  　
　

69
歳
（
４
月
４
日
）

　

三
谷　

高
田

健
太
郎　

氏

  　
　

90
歳
（
４
月
11
日
）

　

和
町　

伊
藤

和
子　
　

氏

  　
　

85
歳
（
４
月
12
日
）

　

碧
水　

畑
　

一
郎　
　

氏

  　
　

89
歳
（
４
月
18
日
）

　

桜
岡　

髙
橋

宗
二　
　

氏

  　
　

84
歳
（
４
月
22
日
）

　

板
谷　

伊
藤

ミ
ツ
子　

氏

  　
　

101
歳
（
４
月
28
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

社
会
福
祉
協
議
会
へ

和
町　

伊
藤

秀
司

様

三
谷　

高
田

秋
光

様

碧
水　

畑　

博
子

様

板
谷　

伊
藤

二
三
男  

様

桜
岡　

髙
橋

代
子

様

転
出
に
際
し
て

社
会
福
祉
協
議
会
へ

板
谷　

久
米
谷

和
幸　

様

寄
付永

楽
園
へ

板
谷　

伊
藤

二
三
男　

様

まちの動き
５月１日現在（前月比）

世帯数　７９０世帯(＋２)
 人口 １, ６２２人(－２)
　男　　　７７０人(－２)
　女　　　８５２人(±０)

(外国人含)

・上下水道設備等の撤去及び廃棄費用　　・建物内の残置物撤去及び廃棄費用

・売却目的等の除却工事に伴わない敷地の整地や盛土、舗装に係る費用

・付属物を解体し廃棄する費用　　・アスベスト調査費用

・登記費用や官公庁への申請等に係る費用

■次の費用は対象となりませんのでご注意ください

【問い合わせ先：役場企画振興課企画係　TEL ３４－７０２９】


